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屋久島環境文化ボランティアを募集します！

来年度から活動再開！海岸清掃・イベント補助など

屋久島環境文化財団では、「財団ボランティア事業」として、島内外の屋久島に関

心のある人々が、「屋久島環境文化村構想」の実現に進んで参加・協力できるように、

海岸清掃や留学生との交流などのボランティア活動を実施してきました。

コロナ禍による活動休止に伴い、新規加入者の募集を停止しておりましたが、令和

８年度より財団ボランティア事業を再開し、改めて「屋久島環境文化ボランティア」

のメンバーを募集いたします。メンバーの登録は無料です。ボランティアの活動は、

財団イベントやセミナーのお手伝い、海岸清掃などを予定しています。「親子で一緒

に環境保全に取り組みたい！」「育成会や、スポーツ少年団の活動範囲を広げたい」

などご興味のある方はぜひ事務局までお問い合わせください。

＜お問い合わせ＞ 屋久島環境文化財団 事務局 事業課

TEL：0997-42-2900 MAIL：zaidan@yakushima.or.jp HP：財団ボランティア事業について→

令和7年度は全3回の開催で

ふるさとセミナーとして、屋久島町の小学生を対象に開催している屋久島子どもエコ隊は、第３回が１月

31日（土）～２月１日（日）に開催され、今年度の全日程が終了しました。第３回はテーマを「屋久島の自

然をまもる・そだてる」として、環境省と林野庁の方々にご協力いただき、自然保護のお仕事について、実

際に外来種の駆除作業や、森林の除伐（枝の間引き）作業を体験させていただきました。

第１回の「つかう・かんがえる」、第２回の「たべる・つなぐ」、そして第３回の「まもる・そだてる」。

それぞれの回に参加し、【屋久島子どもエコ隊員】となった皆さんが、これからもたくさん自然に親しみ、

活かし、一緒に守り続けてくれることを願っています。令和８年度も開催予定です。ぜひご参加ください！

▲第１回 流木集めの様子 ▲第２回 おさかな教室の様子 ▲第３回 林業体験の様子

32名の屋久島子どもエコ隊員が誕生しました！

mailto:zaidan@yakushima.or.jp


ふるさとセミナー活動報告

財団の情報をいち早くお届けします。
フォローはこちらから→

屋久島環境文化財団 で検索

文化村センター・研修センター｜３月・４月の休館日

３月２日(月)・９日(月)・16日(月)・23日(月)・30日(月)

４月６日(月)・13日(月)・20日(月)・27日(月)

まるりんクイズ

■11/30 幼児環境教育「森であつめて！クリスマスリースづくり」

屋久島ならではの暮らしのかたち②

屋久島が世界自然遺産に登録された理由

の一つはたくさんの植物が分布している（生えて

いる）ことです。現在では1,300～1,500種類の植

物が、屋久島で見つけられていて、コケなどを含

めると2,000種類以上とも言われています。

＜問題＞

屋久島にしかない植物（固有種）

はいくつあるでしょう？

①30種 ②100種 ③300種

正解は、次のまるりん通信で発表します！

または屋久島環境文化村センター展示ホール２階

「屋久島データバンク・Q&A」に挑戦してね！！

ーーー屋久島環境文化村構想コラムーーー

11月号のまるりんクイズの答えは「①白骨樹」でした！

町内の幼児とその保護者を対象に開催した「森であつめて！クリスマスリースづくり」では、５

組の親子にご参加いただきました。研修センター周辺を散策し、自分で好きな木の枝や葉っぱ、木

の実を拾い、クリスマスらしく絵の具で色づけしてみるなど、思い思いのリースを作ることが出来

ました。帽子付きのどんぐり、チクチクしたスギの葉っぱ、大きな松ぼっくり、きれいに紅葉した

葉っぱなど五感を使って自然に触れ、自由に工作を楽しみました。参加してくれたお子様も「お散

歩が楽しかった」と話してくれました。保護者の皆さまからも「色んなお友達と交流出来たのが良

かった」「自然に触れ合える体験ができ、楽しかった」と満足度の高い感想をいただきました。

ふるさとセミナーの幼児環境教育事業は、来年度も多くの親子の皆さまにご参加いただけるよう

準備を進めています。詳細はチラシ等でお知らせしますので、ぜひ楽しみにお待ちください。

『山に十日、海に十日、野に十日』というのは、島

の豊かな恵みを活かし、自然を損なうことなく生活を

してきた屋久島の人たちの暮らしを表した言葉です。

～野に十日～

屋久島の特産品といえば、ポンカンとタンカンが有

名です。ポンカンは12月頃、タンカンは2月頃に収穫

されます。屋久島でのポンカンの栽培は約100年前に、

黒葛原兼成さんが台湾から苗木を持ってきて植えたの

が始まりです。冬でも寒くなりすぎない温暖な気候と、

高い山々から吹き下ろす「山おろし」と呼ばれる冷た

い風が、昼と夜の温度差を生み出すことで、ぎゅっと

甘みの強い美味しいポンカン・タンカンになります。

このように屋久島で暮らす人々は、

知恵を出し合い、自然の恵みを活かし

自分たちの生活を豊かにしてきたのです。

つづらばら    かねなり

ヤクシマシャクナゲの

しゃくりん
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